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温度“知覚”は温度計で測れない
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Exploring mechanisms of human thermal information processing

～人間の温度情報処理メカニズムを探る～

“赤は温かい”“青は冷たい”とい
った概念的な連想が、温度の感覚自
体に影響を与えることを世界で初め
て示しました。青い物体は赤い物体
よりも冷たいと感じるまでの時間が
短くなる一方で、同じ温度では、青
い物体のほうが温かいと感じやすい
ということがわかりました。

リアリティのある材質感の提示や、
温もりある手触りの伝達に温度情報
は不可欠です。温度情報と視覚情報
の統合メカニズムを解明し、高臨場
感ディスプレイや豊かなコミュニケ
ーションを効率的に実現する技術の
開発に寄与します。
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物体の温度知覚に視覚的な色情報が与える影響

温度判断にかかる時間への影響

感じられる温度への影響

色情報

皮膚感覚由来
の温度情報

色情報から予測
される温度

知覚処理の速い視覚情報により、物体温度を予測する。
その結果、温度判断にかかる時間の短縮や、感じられる温度の変化が起こる。
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熱交換
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連想しやすい組み合わせ→処理時間が短い

人間の温度知覚は、皮膚と接触する
ものの温度差によって生みだされま
す。しかし、私たちの感じる“温か
さ”や“冷たさ”は、皮膚と対象の
間の熱交換だけでなく、視覚からも
大きな影響を受けます。本研究では、
視覚が温度知覚へ影響を及ぼす原理
を明らかにします。
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